
日
　
向
　
め

二
　
日
　
族

1
伊
東
満
所
が
舞
の
事
ど
も
一

「
は
し
が
き

　
昭
和
十
年
の
暮
の
お
し
つ
ま
っ
た
頃
、
私
は
梅
原
、
小
林
、
松

原
三
需
等
と
、
筑
前
飯
塚
市
の
南
桂
川
の
装
衝
古
塔
の
調
査
撮
影

に
赴
い
た
が
、
古
い
墓
室
の
申
で
一
向
役
に
も
立
た
ぬ
老
入
が
ウ

ロ
ノ
＼
し
て
み
る
の
は
却
っ
て
仕
事
の
邪
魔
に
な
る
か
と
思
ひ
、

其
の
間
を
利
駕
し
て
久
方
振
に
臼
向
宮
崎
へ
足
を
紳
ば
し
、
今
は

二
十
穆
実
の
製
菓
黒
し
た
西
都
原
の
古
墳
を
も
見
、
且
つ
は
兼
ね

ん
、
訪
ね
度
い
と
思
っ
て
み
た
天
正
遇
歓
使
鶴
の
一
人
、
伊
東

　
　
マ
ン
シ
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
の
　
こ
り

（
藤
）
満
所
の
生
れ
故
郷
都
於
郡
の
牛
蛙
か
ら
、
慨
肥
の
城
下
で
近

年
嚢
見
の
満
所
が
母
町
上
氏
の
墓
碑
に
も
謁
し
ト
小
う
と
、
門
司
か

・
ら
幽
幽
舷
線
で
宮
紘
阿
へ
向
つ
た
の
は
十
二
日
μ
二
十
一
日
の
朝
で
み
の
つ

九
。　

　
　
　
　
臼
向
の
こ
臼
旗

賓、
モ

田

主円

陵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
に

　
汽
華
は
宇
佐
か
ら
明
癒
の
謎
像
石
や
富
貴
の
大
堂
な
ど
あ
る
國

さ
ル
ピ束

孚
島
を
横
ぎ
り
、
別
府
で
降
・
り
た
若
い
二
人
連
れ
の
女
の
方
が
、

車
中
に
手
袋
を
片
手
忘
れ
た
の
を
渡
し
て
や
っ
て
、
エ
ラ
く
感
謝

せ
ら
れ
て
か
ら
一
そ
の
代
り
か
錦
鱗
し
て
後
自
分
自
身
の
手
袋

が
片
方
な
く
な
っ
て
み
る
の
に
驚
い
た
i
中
谷
君
が
病
を
養
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

て
る
る
田
布
院
、
磨
崖
石
佛
の
調
査
に
思
鵬
深
い
大
分
と
臼
杵
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
く
　
み

過
ぎ
、
騨
剃
り
の
蜜
柑
に
も
名
尊
い
津
久
見
で
は
、
黒
馬
に
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
大
友
宗
麟
の
纂
が
あ
．
る
か
と
見
廻
し
て
み
る
う
ち
に
、

い
つ
の
聞
に
爵
來
た
か
海
軍
の
航
察
縁
の
あ
る
佐
伯
に
繊
で
、
延

岡
に
若
い
て
は
こ
十
年
繭
に
比
べ
て
其
の
工
業
的
嚢
展
の
信
醒
し

い
の
に
團
を
見
張
つ
た
。
曾
て
は
黒
板
博
士
等
と
共
に
瀞
戸
か
ら

細
島
へ
瀦
で
渡
り
、
夜
も
明
け
や
ら
ぬ
冬
の
昧
爽
、
こ
Σ
を
嚢
っ

て
圓
太
郎
馬
卓
に
揺
ら
れ
て
、
夕
暮
宮
崎
へ
若
い
た
明
治
の
末
年

　
　
　
　
　
　
第
二
十
一
巷
第
二
號
　
四
コ
ニ

（185）



　
　
　
　
　
川
向
の
二
日
旅

の
事
、
さ
て
は
若
山
甲
藏
君
と
炬
燵
を
馬
寧
の
う
ち
に
櫓
ぎ
込
ん

で
高
千
穗
へ
行
っ
た
時
の
事
な
ど
思
ひ
出
し
て
は
、
食
堂
の
小
さ

い
女
給
仕
が
持
っ
て
來
る
ビ
ラ
を
撒
へ
て
も
十
回
忌
近
い
此
の
軍

調
な
汽
車
の
網
図
に
も
感
謝
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
高
鍋
あ
た
り
か

ら
目
が
傾
い
て
、
瀬
之
口
需
に
迎
へ
ら
れ
て
宮
崎
の
散
田
橋
族
館

へ
意
い
九
の
は
夕
暮
六
時
頃
で
あ
っ
た
○

　
西
都
原
古
駅
の
嚢
掘
に
始
め
て
來
た
大
正
元
年
の
冬
、
坂
口
、

黒
板
爾
先
生
を
は
じ
め
、
壌
田
、
今
西
、
關
、
柴
田
等
の
諸
君
と
共

に
此
の
宿
で
年
を
越
し
愉
快
に
過
、
．
〕
し
た
事
、
長
谷
部
、
榊
原
爾

君
と
落
合
つ
た
大
蒲
六
七
年
頃
の
事
な
ど
、
此
の
紳
田
橋
の
族
館

に
か
ら
ま
る
私
の
追
憶
は
實
に
深
い
も
の
が
あ
る
。
f
而
か
も

此
等
師
友
の
う
ち
、
一
二
、
今
回
、
当
言
、
榊
原
諸
氏
は
、
今
は
巳

に
な
き
撒
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
。
一
西
都
原
古
墳
の
登
掘
に
し

て
若
し
も
我
國
考
古
墨
の
白
蓮
に
大
な
る
刺
戟
を
與
へ
た
も
の
と

す
れ
ば
、
此
の
紳
田
橋
族
館
の
女
將
キ
ョ
子
夫
入
が
、
探
算
を
離

れ
て
の
敷
待
厚
遇
は
、
確
に
我
々
を
し
て
遠
く
足
を
屡
々
宮
崎
に

蓮
ば
し
め
る
に
大
な
る
拍
車
を
與
へ
た
も
の
で
、
此
の
意
義
に
於

い
て
彼
女
も
亦
た
我
が
考
古
學
界
の
一
瞥
入
と
云
ふ
可
き
で
あ
ら

　
　
　
　
　
　
第
二
十
一
巻
　
第
ご
號
　
　
四
一
四

う
。
十
数
年
振
り
に
彼
女
と
相
會
す
る
こ
と
を
最
大
の
樂
み
に
し

て
み
た
私
は
、
其
の
姿
を
見
せ
な
い
の
を
興
し
み
な
が
ら
、
女
中
に

尋
ね
る
と
、
コ
奥
様
は
此
の
年
の
四
月
に
六
十
九
歳
を
｝
期
と
し
て

お
果
て
に
な
り
ま
し
た
」
と
云
．
唱
あ
Σ
何
事
ぞ
、
我
が
來
る
こ
と

の
遽
く
し
て
、
彼
女
の
逝
く
こ
と
の
早
か
り
し
。
私
は
暫
く
た
ゴ

帳
然
と
し
て
長
大
怠
す
る
の
み
で
あ
っ
た
．
．
大
淀
の
E
流
に
臨
む

此
の
黒
土
の
眺
め
は
、
其
の
部
屋
、
其
の
調
度
と
共
に
女
將
在
世

の
昔
な
が
ら
と
異
ら
ね
ど
も
、
葡
か
も
故
人
は
あ
ら
す
。
一
入
淋

し
い
夕
食
の
箸
を
措
い
て
、
寒
夜
湯
タ
ン
ボ
を
友
と
し
て
褥
中
に

人
れ
ば
、
往
年
の
記
憶
総
巻
物
の
如
く
去
策
し
て
眠
を
な
さ
す
。

二
、
西
都
原
と
茶
臼
原

　
観
潮
起
き
い
で
臥
朝
食
前
の
熱
い
牛
乳
に
も
女
將
の
あ
り
し
口

を
思
ひ
、
「
あ
・
淋
し
い
な
」
と
語
り
つ
ゴ
く
れ
ば
、
女
中
は
「
先

蓬
て
も
菓
師
團
長
が
御
泊
り
に
な
り
、
女
將
の
お
骨
を
納
め
て
あ

る
お
寺
に
参
詣
さ
れ
ま
し
た
」
と
云
ふ
の
は
實
に
も
と
思
は
れ

た
。
今
日
は
一
天
雲
も
な
き
冬
の
快
晴
を
喜
び
つ
Σ
、
八
時
傘
瀬

之
野
鳥
と
共
に
億
を
出
で
、
縣
の
自
動
車
で
先
づ
宮
崎
野
宮
に
滲

（186）



舞
、
徴
古
館
を
一
瞥
し
て
か
ら
、
蓮
ケ
池
を
過
ぎ
妻
に
向
ふ
。
二

十
年
前
の
記
憶
は
朧
げ
に
し
て
、
い
つ
し
か
車
は
霜
ど
け
の
西
都

原
の
墓
地
を
か
け
登
り
、
男
狭
穗
鷲
鼻
荻
塵
塚
の
御
陵
墓
傳
説
地

に
到
れ
ば
、
今
井
監
守
に
迎
へ
ら
れ
、
や
が
て
は
七
型
墨
の
松
本

校
長
、
久
保
文
學
士
等
一
行
と
祁
博
す
る
こ
と
が
寓
來
た
。
曾
て

は
雅
太
生
え
茂
り
て
、
其
の
形
も
見
定
め
が
た
か
っ
た
此
の
二
塚

も
、
今
は
鋼
棘
を
開
い
て
其
の
整
然
た
る
断
雲
を
隣
す
る
こ
と
の

畠
來
る
の
は
嬉
し
い
。
女
挾
穂
塚
の
完
備
し
た
三
成
耳
附
葡
方
後

幕
砦
こ
と
は
云
は
す
も
が
な
、
爆
櫻
専
業
た
募
挾

穗
塚
も
同
彩
で
あ
っ
九
の
を
、
煙
毒
穗
塚
の
造
管
に
方
っ
て
前
方

部
を
破
壌
し
た
の
で
あ
ら
う
と
の
誰
は
信
じ
難
く
、
是
は
や
は
り

高
い
三
成
の
圓
墳
で
あ
っ
て
、
或
は
其
の
膨
面
に
短
い
丑
璽
を
附

し
兆
種
讐
の
髪
要
る
礎
、
優
柔
喋
或
は
前
方
，

後
圓
形
の
完
成
に
棄
る
過
渡
期
の
も
の
と
す
る
こ
と
が
出
來
る
。

た
ジ
斯
か
る
形
式
の
も
の
が
畿
内
地
方
な
ど
に
多
く
見
ら
れ
ぬ
こ

　
　
　
　
　
　
③

と
は
不
思
議
で
あ
る
。
二
つ
の
塚
を
隈
な
く
踏
査
し
て
か
ら
、
南

方
に
あ
る
華
車
な
圓
墳
や
玉
最
の
翅
と
鏡
の
出
た
壌
な
ど
を
見
、

女
狡
穗
塚
の
前
に
趣
つ
れ
ば
、
其
の
図
無
所
の
設
備
な
ど
の
整
備

　
　
　
　
　
日
殉
の
二
日
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

し
た
こ
と
は
驚
く
ば
か
り
。
曾
て
我
々
の
掘
っ
た
こ
と
の
あ
る
方

形
墳
を
望
み
、
昔
の
様
に
馬
に
騎
っ
て
閉
口
す
る
心
配
も
な
く
、

車
に
乗
っ
て
鬼
の
窟
古
墳
を
訪
ひ
、
國
分
寺
に
下
り
て
、
以
前
に

は
見
た
か
も
知
れ
な
い
が
注
意
も
し
な
か
っ
た
太
食
上
人
作
の
面
、

白
い
下
手
作
の
彫
像
を
賞
し
て
、
大
阪
屋
族
館
の
中
食
に
招
か
れ

た
。
此
の
宿
も
曾
っ
て
は
黒
板
先
生
な
ど
｝
緒
に
、
第
…
圓
の
獲

掘
の
時
泊
っ
た
こ
と
の
あ
る
蕎
蹟
で
あ
っ
て
、
宮
崎
の
宿
に
引
き

か
へ
塾
主
入
は
な
ほ
墾
礫
と
し
て
昔
を
語
る
の
も
嬉
し
か
っ
た
。

　
叢
食
の
座
で
私
は
身
中
蟻
掛
に
あ
る
郷
土
の
青
年
史
家
原
田
仁

君
苦
心
の
作
に
係
る
男
狭
穗
女
狭
穂
爾
塚
の
模
型
断
礎
を
見
る
こ

と
を
得
た
が
、
や
が
て
妻
町
長
も
來
會
せ
ら
れ
、
　
一
癖
車
を
列
ね

て
西
都
僚
の
北
方
に
あ
る
茶
麟
漂
の
古
墳
群
を
見
に
行
く
こ
と
に

し
た
。
こ
瓦
は
以
前
は
嚢
掘
に
忙
し
く
訪
れ
る
こ
と
が
酪
來
な
か

っ
た
麗
で
あ
る
．
．
蒜
々
た
る
草
原
の
う
ち
に
あ
る
大
前
方
後
圓
墳

に
登
っ
て
展
望
し
た
が
，
な
ほ
東
方
新
田
原
に
は
石
船
塚
と
て
一

廓
に
全
県
榔
の
あ
る
而
蔽
い
古
墳
が
あ
る
と
聞
い
た
だ
け
で
暇
が

な
い
の
で
割
愛
し
、
車
を
返
へ
し
て
妻
の
東
方
一
里
耳
許
（
佐
土

原
の
西
方
一
里
許
）
の
都
於
郡
に
赴
く
こ
と
に
し
た
。

　
　
　
　
　
　
第
二
十
一
巻
　
第
二
號
・
　
四
一
五

（1，g”o



　
　
　
　
　
．
日
向
・
の
こ
日
工

　
　
　
　
三
、
都
於
郡
城
趾

　
ピ
　
の
こ
は
り

　
都
於
郡
と
云
ふ
城
が
此
の
西
都
原
か

ら
遠
か
ら
ぬ
虎
に
あ
る
こ
と
は
、
つ
い

近
年
ま
で
私
は
当
付
か
な
か
っ
た
。
天

正
野
営
使
節
の
事
を
調
べ
て
み
る
う
ち

に
、
其
の
主
席
大
友
宗
麟
の
使
者
た
る

伊
東
（
墜
雛
羅
簸
・
鴛
の
市

民
樺
を
贈
ら
れ
た
時
の
決
議
文
に

　
H
｝
一
日
β
。
。
．
Φ
け
Φ
図
。
四
一
ヨ
ロ
㏄
．
］
∪
弓
コ
肌
き
鱗
芽

　
ミ
3
さ
、
、
、
ご
竜
ミ
§
亀
卜
k
¢
ミ
ミ
ミ
、

　
自
重
”
肉
①
σ
q
堅
固
ロ
5
鴨
①
図
堕
口
餌
宕
？

か
も
實
際
．
は
満
所
が
羅
馬
に
行
っ
た
頃

よ
り
撒
年
以
前
、
天
正
五
年
（
一
五
七
七
）
伊
東
氏
は
都
於
郡
を
浸

落
し
て
居
り
、　　

第
｝
二
十
一
貫
目
第
二
號
　
　
固
H
一
山
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
び

同
じ
十
五
年
南
那
珂
三
無
肥
に
封
ぜ
ら
れ
る
ま
で

　
　
　
は
、
伊
東
氏
｝
族
は
豊
後
の
大
友
氏
に
寄

　
　
　
食
流
浪
し
て
居
た
の
で
あ
る
か
ら
、
最
早

　
　
　
都
於
郡
國
主
で
は
な
い
。
併
し
満
所
は
欧

　
　
　
洲
族
行
中
飯
肥
に
落
付
い
た
事
を
恐
ら
く

　
　
　
は
知
る
ま
い
し
、
と
に
か
く
「
都
於
郡
王
」

が
、
伊
東
氏
花
や
か
な
り
し
頃
は
、

と
云
っ
て
み
る
の
は
、
都
於
郡
最
後
の
領

主
三
位
入
道
薫
製
若
く
は
満
庭
に
居
住
し

　
　
　
　
す
け
き
よ

て
る
た
父
砧
青
を
樗
し
た
も
の
で
あ
ら

う
。
（
な
ほ
彼
が
大
友
宗
麟
の
外
孫
で
あ
る

か
無
い
か
の
問
題
は
、
後
に
述
べ
る
こ
と

に
す
る
）
併
し
兎
に
角
満
所
は
此
の
都
於

郡
に
生
れ
、
且
つ
其
の
幼
年
を
途
つ
た
思

出
で
深
い
土
地
で
あ
る
こ
と
は
想
像
せ
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

　
我
々
は
妻
か
ら
一
旦
佐
土
原
に
出
で
、

丘
陵
の
間
を
西
馨
し
て
都
於
郡
に
出
た

　
　
　
　
　
佐
土
原
と
識
語
郡
の
間
一
里

（ISS）



が
程
は
、
人
家
も
連
尊
し
た
町
置
き
で
あ
っ
た
と
云
は
れ
、
義
砧

自
身
は
支
城
た
る
佐
土
原
に
居
っ
て
、
　
本
城
都
於
郡
は
嫡
子
義

盆
、
次
い
で
其
の
死
後
は
嫡
孫
義
賢
を
居
ら
し
め
た
と
の
こ
と
で

　
⑤

あ
る
。
な
ほ
古
く
下
行
天
皇
熊
襲
親
征
の
時
駐
騨
の
高
屋
の
行
宮

は
、
都
於
郡
の
南
壁
貫
の
地
で
あ
る
と
も
徳
…
へ
、
都
島
郡
の
名
は

建
久
國
田
帳
に
「
混
載
郡
百
五
十
町
」
と
記
さ
れ
、
土
豪
土
持
氏

が
地
頭
で
あ
っ
た
が
、
後
ち
伊
東
氏
の
領
有
に
羨
し
九
も
の
で
あ

　
　
　
⑥

る
と
云
ふ
。

　
小
學
校
の
横
で
車
を
下
り
、
右
手
に
聾
ゆ
る
萄
城
証
に
向
つ
た

が
、
路
傍
に
「
日
本
最
初
遣
駄
使
節
伊
東
満
所
誕
生
斎
垣
」
と
云

．
櫛
ペ
ン
キ
塗
り
の
無
風
流
な
白
い
大
標
木
が
建
っ
て
る
る
の
に
は

驚
い
た
。
叢
林
の
下
な
る
本
丸
に
登
り
つ
く
と
、
其
慮
に
も
同
じ

標
木
が
あ
る
。
固
よ
り
此
の
本
丸
で
満
所
が
誕
生
し
た
と
云
ふ
の

で
は
な
く
、
都
於
下
城
の
肝
心
と
し
て
此
塵
を
標
し
た
の
で
あ
ら

う
。
伊
東
氏
の
一
族
は
都
鳥
郡
か
ら
佐
土
原
其
他
諸
蒲
郡
な
ど
各

地
に
分
散
し
で
居
っ
た
が
、
所
謂
桝
東
氏
四
十
八
城
主
の
う
ち
に
、

満
所
の
父
薩
修
理
亮
の
名
を
見
勘
さ
な
い
し
、
彼
が
特
に
羅
馬
に

雀
っ
て
も
「
都
響
特
筆
の
子
」
と
云
っ
て
み
る
所
か
ら
見
て
、
伊

　
　
　
　
　
H
向
の
二
糧
抜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
よ

東
＋
二
人
衆
の
一
人
た
る
彼
の
父
砧
青
は
、
此
の
都
響
郡
城
下
に

住
ん
で
み
た
と
思
は
れ
る
。
一
支
族
た
る
彼
が
勿
論
本
丸
に
居
住

し
て
み
た
と
は
考
へ
ら
れ
ぬ
。
併
し
其
の
夫
人
は
義
砧
の
五
女
で

あ
り
町
上
殿
と
呼
ぶ
所
か
ら
、
町
の
上
手
城
内
に
近
い
一
一
の
丸
邊
、

或
は
介
小
無
窓
の
あ
る
選
り
に
其
の
邸
が
あ
り
、
其
慮
で
満
所

が
二
曲
の
聲
を
あ
け
た
と
も
想
像
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
之
も

見
て
來
た
襟
な
黒
影
に
過
ぎ
な
い
。
さ
て
本
丸
の
南
側
に
あ
る
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

屋
由
陵
と
傳
へ
ら
れ
る
慮
を
鐸
し
、
大
手
口
の
方
に
下
っ
て
、
右

手
に
折
れ
、
今
は
遊
園
地
と
な
っ
て
み
る
昔
の
酉
丸
に
上
る
と
、

折
か
ら
の
西
日
に
脚
下
の
荒
武
川
の
流
れ
は
銀
の
如
く
輝
き
、
酉

都
原
の
墓
地
を
前
と
し
て
、
西
は
酷
く
東
諸
縣
の
山
々
が
連
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

み
る
幾
観
は
、
流
石
に
物
見
城
と
云
は
れ
た
の
も
理
で
あ
る
。
満

所
も
恐
ら
く
履
々
母
に
俘
は
れ
て
、
或
は
同
年
輩
の
義
賢
な
ど
と

共
に
此
の
物
見
城
に
登
り
、
嬉
戯
し
た
こ
と
で
あ
ら
う
し
、
遠
く

遠
西
に
署
し
て
も
チ
ベ
ル
河
晶
群
は
屡
々
此
の
荒
武
川
岸
の
丘
に

馳
せ
た
に
違
ひ
な
い
。
瀬
之
口
君
は
遠
く
西
方
を
指
し
て
法
華
嶽

麟
噸
の
あ
亀
案
し
、
法
華
嶽
の
欝
堂
に
は
其
の
弄

に
満
所
の
父
酷
青
の
名
や
「
慮
外
々
々
」
等
の
文
字
を
墨
書
し
九
の

　
　
　
　
　
　
第
二
十
一
．
巷
　
第
二
號
　
　
四
一
七

（・li－S9　）



　
　
　
　
　
臼
向
の
二
日
族

　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

が
残
っ
て
み
る
と
云
ふ
ρ

　
さ
て
満
所
鮪
盆
が
日
本
出
登
の
時
郎
ち
天
正
＋
年
（
一
五
八
こ
）

は
彼
の
十
三
歳
（
或
は
＋
五

歳
）
の
時
で
あ
っ
た
と
す
れ

ば
、
其
の
誕
生
は
元
勲
元
年

（
一
五
七
〇
）
で
あ
り
、
伊
東

素
面
於
郡
落
の
時
は
恰
も
其

の
八
歳
（
或
は
＋
歳
）
の
幼
年

で
あ
る
。
三
位
入
道
義
脚
は

佐
土
原
に
懸
書
し
て
後
も
嫡

子
義
盆
は
早
く
死
に
、
孫
義

賢
は
幼
少
で
あ
っ
た
の
で
國

政
を
執
り
、
其
の
驕
慢
と
失

攻
と
は
愈
々
衆
望
を
失
ひ
、
Ψ

元
覇
三
年
飯
野
川
の
合
戦
に

は
島
津
勢
と
戦
っ
て
、
伊
東

　
　
　
　
　
　
第
二
十
一
岱
第
二
號
　
　
四
一
入

智
信
ナ
シ
、
ツ
ラ
ノ
、
國
家
ノ
贈
脳
ヲ
見
ル
｝
二
心
イ
哉
五
㎝
常
ヲ
由
以
テ

五
逆
ト
洛
＝
云
々
と
云
ふ
匿
名
の
書
が
都
於
郡
城
内
に
投
ぜ
ら
れ

．
8
の
動
叉
渦
砂
」

葉
・
忍
λ
壷

鷲
疲
⑤
．

⑧

　　、、：鱒
野s：’1

鮮
f
“

？

亀麟r＼
維叢論

“書靴

聴曇
猟

⇒
◎　

8

　
ψ
φ

魂瀬　譜夢》
勲轟轟灘　

碇

欝嬢
tw．＝rdpmwpm＃ur

凝
運
　
窄穿下メ氏，、

〃！〆声’
　　　　，哩
1　函原

意
懸
慰
穆
－

疑
膨

㊥
貫合1凸K
れ寺脚5道
　　承

圃下妓郡於都

修
理
轟
漁
父
同
嚢
郎
、
隅
羨
郎
等
は
姦
し
、
歪
の
初

め
に
は
「
文
モ
武
モ
繊
維
へ
果
ル
國
ナ
レ
バ
、
況
シ
テ
や
仁
義
禮

る
程
で
あ
っ
た
が
、
五
年
に
は
燧
に

内
出
城
主
野
村
刑
部
少
輔
、
野
尻
の

城
主
福
永
丹
後
守
は
島
津
勢
と
通

．
じ
、
之
に
磨
す
る
も
の
が
多
い
の
で
、

士
万
九
日
義
砧
は
子
息
砧
兵
と
共

に
佐
土
原
を
患
で
、
新
田
原
に
走
り

都
於
郡
か
ら
來
會
せ
る
嫡
孫
義
賢

槻
、
藷
離
、
妹
阿
虎
謝
三
、
義

盆
未
言
入
阿
喜
多
夫
人
、
等
其
他
一

門
の
皆
々
と
共
に
、
阿
喜
多
夫
入
が

大
友
宗
麟
の
孫
で
あ
る
縁
故
を
辿

り
、
豊
後
に
赴
き
大
友
氏
に
頼
ら
う

　
　
　
　
　
め
　
ら

と
し
、
先
づ
米
良
出
中
に
向
つ
た
が
隔

　
「
、
立
ハ
日
ハ
雲
ブ
リ
テ
寒
沁
風
堪
へ
難
キ

二
、
サ
シ
モ
除
…
キ
深
山
ニ
テ
乗
物
ナ
ド
通
ル
ベ
キ
路
ナ
ラ
ネ
バ

奥
方
姫
君
ヲ
始
メ
ト
シ
テ
、
附
從
ヘ
ル
女
中
ナ
ド
、
皆
歩
ミ
習
ハ

〈190）



ヌ
霞
蕗
…
二
足
ヲ
傷
テ
流
ル
・
｛
撒
ハ
鞍
ヲ
染
メ
ト
　
一
足
…
逓
ル
レ
バ
扁
過

帰
参
ラ
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
、
女
中
ナ
ド
自
害
シ
テ
泣
キ
號
ブ
羅
馬

シ
ク
聞
エ
テ
哀
レ
ナ
リ
シ
コ
ト
ド
モ
ナ
リ
し
と
銀
燭
を
重
ね
た
次

第
は
、
『
島
籍
』
蜷
に
委
し
箆
え
て
み
る
が
記
口
竿
穗
そ
の

他
各
地
を
通
り
ぬ
け
て
、
翌
六
年
正
月
宗
麟
の
居
城
臼
杵
に
辿
り

つ
き
、
其
の
世
話
と
な
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
此
の
都
於
下
落
の
際
、
満
所
も
多
分
其
の
父
母
な
ど
・
共
に
行

を
養
う
し
、
豊
後
に
落
ち
た
こ
と
・
思
ふ
が
、
彼
は
義
賢
の
弟
砧

曳
け
却
ロ
と
同
年
の
八
歳
（
若
し
く
は
十
歳
）
で
、
具
さ
に
雪
中
敗

燧
の
身
に
忍
び
落
る
銀
苦
を
嘗
め
た
に
違
ひ
な
い
が
、
蟹
後
に
於

い
て
は
義
賢
、
砧
勝
及
び
阿
喜
多
夫
人
は
宗
麟
が
臼
杵
の
履
城
に

厄
介
に
な
り
、
義
砧
、
砧
兵
等
は
臼
杵
か
ら
三
里
ば
か
り
離
れ

た
野
津
萱
野
の
光
明
寺
に
居
る
こ
と
・
な
っ
た
。
そ
の
後
面
砧
は

　
　
　
占

卜
あ
っ
て
，
馬
賊
七
年
豊
後
を
去
っ
て
伊
豫
道
後
に
赴
き
、
最
後
に

は
落
醜
し
て
十
三
年
泉
州
堺
の
浦
に
客
死
し
た
が
、
満
所
は
他
の

人
々
と
共
に
引
き
つ
ゴ
き
宗
麟
Φ
許
に
掌
り
、
當
時
已
に
受
洗
し

て
吉
利
支
丹
宗
に
館
適
し
て
居
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
宗
三
等
の
感
化
r

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

に
よ
っ
て
、
炉
束
の
一
族
と
共
に
義
勝
と
手
を
携
へ
て
逡
に
洗
禮

　
　
　
　
　
日
向
の
二
日
籏

申
を
受
け
V
卦
自
ら
は
マ
ン
シ
ョ
（
ヨ
讐
巨
眼
O
）
離
我
…
勝
は
ジ
ェ
ロ
ー
ム
の
鴬
㎜

名
を
授
け
ら
れ
、
天
正
＋
年
ワ
リ
ニ
ヤ
ー
二
師
が
遣
隊
使
笛
派
遽

の
企
て
に
際
し
て
は
、
義
勝
が
年
時
遠
く
安
土
の
畢
林
に
居
っ
た

の
で
、
急
の
間
に
合
は
す
、
其
代
り
に
満
所
が
宗
旨
の
使
節
と
し
て

赴
く
こ
と
・
な
っ
た
の
で
あ
る
。
之
を
見
て
も
義
勝
に
次
い
で
、

彼
が
如
何
に
宗
麟
の
信
任
愛
籠
を
得
て
居
た
か
望
分
か
る
。
此
の

時
彼
は
己
に
臼
杵
の
學
林
か
ら
天
正
七
年
に
は
有
馬
に
鵬
來
た
學

　
　
　
⑪

林
に
入
り
、
教
理
の
外
に
外
洋
語
其
他
の
教
養
を
も
受
け
、
使
節

と
し
て
選
に
入
る
可
き
資
絡
は
充
分
あ
っ
た
の
で
あ
る
．
．

四
、
飲
肥
報
恩
寺
の
伊
束
家
墓
螢

　
伊
東
氏
が
繋
属
郡
落
ち
か
ら
十
一
年
目
、
丁
度
マ
ン
シ
ヨ
祐
盆

が
羅
馬
に
滞
在
中
、
豊
臣
秀
吉
に
蹴
心
し
て
軍
功
あ
り
、
燧
に
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

向
曾
井
に
封
ぜ
ら
れ
て
る
た
伊
東
義
賢
は
、
天
正
十
六
年
五
月
飯

肥
の
城
に
移
る
こ
と
Σ
な
っ
た
。
此
手
は
か
ね
て
義
諮
時
代
に
屡

々
島
津
氏
と
戦
っ
て
雫
奪
を
繰
返
へ
し
た
塵
で
あ
る
が
、
今
や
伊

東
氏
が
之
に
落
付
く
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
定
め
し
輪
快
の
事
で

あ
っ
た
ら
う
と
思
ふ
。
し
か
し
此
の
時
満
所
の
父
砧
青
は
巳
に
世

　
　
　
　
　
　
第
二
十
∴
巷
第
ご
號
　
四
一
九
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－
　
　
日
・
向
の
二
日
旗

に
あ
ら
す
、
其
の
未
亡
入
町
上
夫
人
は
他
の
伊
東
氏
一
門
の
人
々

と
共
に
飯
肥
に
移
り
住
み
、
天
正
十
八
年
七
月
世
一
日
満
所
等
一

行
が
八
年
目
に
長
崎
へ
蹄
着
し
た
時
、
其
の
報
を
得
て
蓬
々
長
崎

に
出
か
け
た
の
で
あ
っ

た
想
町
上
夫
人
の
墓
が
近

年
豊
肥
楠
原
報
恩
寺
の
境

内
伊
東
氏
の
墳
螢
中
に
、

飯
肥
史
談
會
の
山
之
城
民

事
翁
の
手
に
よ
っ
て
獲
見

せ
ら
れ
た
こ
と
が
新
聞
紙

に
見
え
た
の
で
、
私
は
先

頃
同
氏
に
書
を
裁
し
て
其

の
詳
細
を
承
り
、
叉
た
墓

碑
の
拓
本
を
も
贈
ら
れ
た

が
、
今
や
機
を
得
て
親
し

　
　
　
　
　
、
第
二
十
一
巻
第
二
號
　
　
四
二
〇

つ
て
飯
肥
に
向
つ
た
心
今
日
も
朗
か
に
晴
れ
渡
っ
た
冬
の
日
を
、

浪
静
か
な
る
日
向
灘
の
短
亭
曲
浦
を
打
ち
瞑
ぎ
て
、
青
島
近
く
か

ら
海
岸
は
頁
岩
の
暦
が
李
行
線
上
に
浪
打
際
．
に
顯
は
れ
て
る
る
奇

く
之
を
訪
ふ
こ
と
が
出
來
た
の
は
嬉
し
い
極
み
で
あ
る
。

　
十
二
月
二
十
四
日
の
朝
八
時
牛
、
今
日
は
瀬
之
口
氏
の
外
に
妻

中
書
校
長
松
本
君
を
も
加
へ
て
三
人
、
縣
の
自
動
車
の
厚
意
に
よ

（眞寡田濱）　碑墓人夫上町

頃
で
あ
っ
た
。
先
づ
町
役
場
を
訪
ひ
、

山
之
城
翁
の
東
道
で
、
直
に
報
恩
寺
の
伊
東
氏
の
墳
螢
に
赴
く
こ

と
に
し
た
。
こ
れ
は
子
壷
の
西
郊
酒
谷
川
の
封
岸
に
あ
り
陶
今
寺

観
を
眺
め
つ
つ
、
鵜
戸
沸

宮
の
裏
山
を
通
っ
て
は
、

．
曾
て
黒
板
先
生
等
と
共
に

元
旦
宮
崎
か
ら
縣
騰
の

「
ラ
ン
チ
」
を
出
し
て
も
ら

っ
て
紳
宮
参
拝
に
出
か
け

た
が
、
海
が
荒
か
っ
た
の

で
同
士
し
た
宿
の
女
中
も

我
々
も
ス
ツ
カ
リ
船
に
酔

っ
て
し
ま
っ
た
大
正
二
年

の
元
旦
の
こ
と
を
思
ひ
、

歓
肥
に
着
い
た
の
は
十
時

わ
ざ
く
出
て
來
ら
れ
た

（　19：i　）



は
慶
し
て
伊
東
氏
を
祭
祀
す
る
五
百
撰
聯
肚
の
裏
に
あ
り
，
石
段

を
登
っ
た
一
廓
に
石
秘
を
廻
ら
し
て
あ
る
。
『
日
向
古
跡
誌
』
に

「
其
ノ
酉
側
稽
々
低
ク
シ
テ
石
壇
ヲ
環
ラ
シ
、
　
一
県
域
ヲ
ナ
セ
ル

ハ
、
支
族
鮪
儒
家
族
累
世
ノ
墓
ナ
リ
、
其
ノ
北
側
ノ
奉
地
二
瀬
列

セ
シ
三
見
予
輩
ビ
E
掲
ハ
伊
東
砧
海
膨
ビ
其
ノ
支
族
砧
崇
以
下
、

伊
東
家
臣
右
族
ノ
墳
ナ
リ
、
又
其
西
側
二
散
剰
セ
シ
バ
伊
東
氏
児

童
侍
妾
及
ビ
士
民
…
般

ノ
墓
ナ
リ
し
と
あ
る
が
、

出
門
城
翁
の
読
明
に
依

れ
ば
、
正
面
奥
に
横
に

並
ん
だ
一
列
の
石
塔
の

右
方
前
に
縦
に
並
ん
で

み
る
の
は
追
入
等
の
墓
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
前
に
あ
る
の
が
飯
肥
へ
來
て
か
ら

の
國
主
の
墓
、
左
方
前
司
に
縦
に
並
ん
で
み
る
の
が
殉
死
者
な
ど

の
墓
で
あ
る
と
云
ふ
。
翁
は
正
繭
一
列
の
石
塔
の
左
端
の
前
方
に

北
面
し
て
立
っ
て
る
る
粗
末
な
一
碑
を
指
し
て
、
こ
れ
こ
そ
満
所

の
母
町
上
夫
入
の
墓
で
あ
る
と
云
は
れ
た
。
高
四
尺
三
寸
、
幅
｝

尺
三
寸
，
厚
九
寸
、
頂
上
由
形
を
な
し
、
其
の
下
に
藩
中
卍
字
を

　
　
　
　
　
臼
向
の
こ
臼
旋

彫
出
し
て
、
其
の
下
に
［
，
封
月
妙
慌
大
姉
」
、
左
右
に
「
寛
永
元
叩

子
」
「
七
月
十
五
日
と
分
書
し
て
み
る
。
こ
れ
は
桝
東
回
系
譜
中

義
給
の
子
女
中
謹
選
の
妹
の
條
に

　
　
　
伊
東
修
理
携
佑
青
笹

女
子
　
號
町
上
、
瀟
永
腹
、
石
塔
報
恩
寺
二
省

　
　
　
法
名
月
月
妙
奮
、
冤
永
元
甲
子
七
月
十
五
田

と
あ
る
こ
と
を
見
舐
し
て
考
定
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
町
上
夫
人
の
墓
褐
で
あ
る
こ

駈卑芝婁ノYジξ上斑∫

と
に
は
疑
な
い
。

　
正
面
一
列
の
二
重
石
塔
の
中

央
に
は
「
心
驕
宗
安
公
大
脚
定

温
」
と
あ
り
、
満
所
の
父
砧
青
の

塔
で
あ
る
と
云
ふ
が
、
城
外
の

墓
群
盗
に
は
、
町
⊥
氏
の
と
岡
じ
形
の
碑
で
「
臨
魚
心
濟
居
士
、

慶
安
元
年
戊
子
五
月
十
二
臼
、
賊
心
勝
左
衛
門
入
道
」
と
刻
し
た

の
が
あ
る
。
燈
は
伊
束
氏
系
譜
に
砧
青
の
子
と
あ
る
か
ら
、
満
所

の
兄
弟
に
登
る
べ
き
人
で
あ
る
O

r
忙
が
し
い
中
を
私
は
町
上
氏
の
墓
碑
の
爲
眞
を
撮
り
拓
本
な
ど

を
作
り
、
近
く
に
あ
る
小
村
侯
の
墓
を
見
る
こ
と
も
忘
れ
て
、
や

　
　
　
　
　
　
第
こ
十
嚇
巻
　
第
二
號
　
　
四
｝
ご
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（A）きlfc

l；縫 玄
ノ」、 氏束

貰
向
の
二
H
旗

熱
琴
望
ん

　
　
　
　
　
　
グ

諭
驚
掃

馨
執
誌
（
履
竈
）
晶

へ

　
　
福
外
恥

　
　
　
更
O

瀧
克
寺
子

轟
覧
ぐ
袖
階
3

隊
隆
望
藁
露

’笙

1
《藤　　3L
藁翫7π
き紡ヤーb”K一
麻・5一・ty弓

　　へ　　　も々』ヤ．鯵添

ケ掃｛毯

薫ず
を

棚
子

謹
選
・

，
雪
子

鋳
盃
（
多
シ
望
）

論
只
購
慶
置

　
　
　
　
　
　
蟻

　
　
　
　
　
　
第
二
十
画
轡
　
第
二
號
　
　
四
ニ
ニ

が
て
蔭
書
証
に
向
ひ
、
安
井
漁
洲
息
軒
先
生
の
振
徳
堂
の
蘭
を
過

ぎ
た
が
、
伊
東
子
欝
の
邸
を
も
訪
れ
る
暇
な
く
、
「
町
役
場
に
引
返

へ
し
た
。
幸
ひ
由
之
城
翁
の
好
意
に
虫
っ
て
、
奮
家
老
格
の
俳
東

直
記
三
所
藏
の
拶
東
家
系
譜
の
新
本
を
町
役
揚
に
於
い
て
見
る
こ

と
を
得
た
の
は
嬉
し
い
。
而
か
も
翁
の
言
に
、
此
の
系
譜
な
ど
か

ら
考
へ
る
と
町
上
夫
入
が
今
迄
云
は
れ
て
る
る
檬
に
、
大
友
宗
麟

の
妹
の
女
で
あ
る
こ
と
は
頗
る
疑
は
し
い
。
已
に
前
に
抄
撫
し
た

如
く
、
叉
た
『
服
忌
記
』
な
ど
に
も
あ
る
如
く
、
町
上
一
入
は
輻
永

腹
と
あ
っ
て
、
沸
ち
義
織
の
姉
が
鵬
永
源
兵
衛
の
妻
と
な
っ
て
、

其
間
に
生
れ
た
一
女
子
が
義
蕨
の
書
入
と
な
り
、
お
東
殿
と
呼
ば

れ
た
の
で
あ
る
が
（
法
名
湛
江
妙
存
、
慶
長
十
六
年
二
月
九
口

　
　
　
　
　
　
⑱

残
、
石
塔
長
持
寺
）
若
し
も
其
れ
が
高
尚
氏
な
ど
の
．
説
の
如
く
、

實
は
二
三
の
妹
の
女
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
寧
ろ
家
系
上
誇
る
可
き

こ
と
と
し
て
、
決
し
て
懸
蔽
す
る
必
要
は
な
く
、
記
さ
る
可
き

筈
で
あ
る
と
は
、
如
何
に
も
尤
も
と
思
は
れ
る
。
そ
れ
放
日
高
文

學
士
が
考
定
せ
ら
れ
、
私
も
蘭
，
天
正
邉
駄
使
節
記
』
な
ど
に
引
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

し
、
廣
く
行
は
れ
て
る
る
系
譜
（
A
）
は
談
り
で
あ
っ
て
、
種
々
の

鮎
ば
宜
し
く
（
B
）
の
如
く
改
む
可
き
も
の
で
あ
ら
う
。
（
土
瞬
）
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衡
に
ゃ
前
に
も
暴
げ
た
満
所
が
羅
馬
市
民
樺
授
與
の
決
議
文
に
ば

「
溝
型
郡
王
の
子
、
口
転
轍
の
娘
に
由
り
て
の
外
孫
」
と
云
は
れ

て
る
る
か
ら
、
日
高
氏
の
作
ら
れ
た
系
譜
の
如
く
に
も
考
ふ
可
き

で
あ
る
。
か
、
是
は
羅
馬
の
元
老
院
が
談
っ
て
記
し
た
も
の
か
も
知

れ
な
い
。
そ
れ
は
大
友
宗
麟
（
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
）
が
使
蔀
鵬
糞
の

際
，
郎
ち
天
正
十
二
年
正
月
十
二
島
附
耶
蘇
會
総
長
ア
ク
ワ
ビ
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

（
ン
ね
塁
≦
養
）
に
宛
て
持
た
せ
て
や
っ
た
書
歌
に

（
嚇
）
然
業
奪
い
と
こ
島
之
善
言
ら
ふ
に
刮
農
備
蓼

　
道
留
御
供
可
仕
之
慮
、
當
時
遽
豊
山
居
住
耳
聞
無
其
儀
候
、
併

　
耀
い
と
こ
ま
ん
し
ょ
渡
梅
申
候
間
，
萬
端
可
被
添
貴
意
事
雇
添

候（

纓
ｪ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難
餓
荊
艦
鵬
静
虎
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
弓
1

と
あ
り
、
繋
縛
の
從
弟
（
實
は
甥
）
伊
藤
ゼ
ラ
ニ
モ
、
郎
ち
砧
勝
（
義

勝
）
は
、
當
時
遠
慮
安
土
の
學
林
に
あ
っ
て
、
急
の
間
に
合
は
ぬ
か

・
ら
、
更
に
短
縮
伽
粉
の
從
弟
山
κ
呼
⇔
紘
…
A
仕
マ
ン
シ
ヨ
申
を
落
廻
は
・
す
と
あ
・
ツ
O
。

単
勝
は
正
し
く
宗
麟
の
女
と
一
條
房
家
と
の
間
に
生
れ
た
阿
喜
多

夫
入
の
所
生
で
あ
．
り
，
叉
鮪
勝
の
從
弟
た
る
マ
ン
シ
ヨ
（
麟
勝
の

父
下
臥
の
妹
町
上
と
砧
青
の
子
Y
を
遣
は
す
と
云
っ
て
，
マ
ン
シ

　
　
　
　
　
日
向
の
二
躍
・
族
・

ヨ
を
直
接
に
宗
麟
自
慰
の
從
弟
と
は
云
っ
て
み
な
い
の
で
あ
る
α

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

、
両
し
て
宗
麟
か
ら
教
皇
に
捧
呈
し
た
書
翰
の
耕
太
利
原
文
に
も
全

く
潮
意
の
、

只
嚇
）
是
を
以
て
島
璽
の
男
、
堕
り
我
が
妄
の
子
砦
甥

　
1
3
ン
・
ジ
エ
p
ー
ム
を
代
り
と
な
し
、
貴
國
に
鎧
は
さ
ん
と
欲
せ

　
し
も
，
淵
叢
地
に
在
り
、
且
つ
師
父
巡
察
使
の
蹄
帆
急
な
る
に

　
依
り
、
岡
じ
目
的
を
以
て
、
彼
が
從
弟
ド
ン
・
マ
ン
シ
ヨ
Q
）
G
⇔

罫
・
三
韓
・
§
喜
剛
邑
を
遣
は
さ
ん
と
す
」
喧

と
あ
．
る
。
之
を
以
て
見
る
と
件
の
市
民
襟
決
議
丈
に
「
日
向
王
の

娘
に
由
る
外
孫
」
と
あ
る
は
、
此
の
込
み
入
っ
た
關
係
を
不
用
意

に
、
或
は
故
ら
に
省
略
若
し
く
は
改
め
た
も
の
と
思
は
れ
る
の
で

あ
る
。
と
に
か
く
決
議
丈
も
有
力
な
る
資
料
で
は
あ
る
が
、
宗
麟

の
教
皇
へ
の
全
盛
交
、
耶
蘇
會
総
長
へ
の
嘗
翰
，
又
た
伊
東
馬
系

譜
は
吏
に
有
力
な
る
・
謹
懸
で
あ
る
か
ら
、
な
ほ
壁
越
の
研
究
を
期

す
る
に
し
て
も
、
我
々
は
過
量
寧
ろ
此
方
の
所
見
に
傾
く
の
で
あ

る
。
斯
の
如
き
重
要
な
る
雲
間
と
，
叉
た
町
上
夫
入
の
墓
碑
を
獲

見
せ
ら
れ
た
の
は
全
く
出
之
城
翁
の
賜
物
で
あ
っ
て
、
我
々
の
深

く
同
氏
に
慈
謝
す
る
所
で
あ
る
。
な
ほ
翁
の
胃
に
町
上
夫
人
は
或

　
　
　
　
　
第
二
十
一
巷
篁
二
三
　
　
四
二
三

（1｛　t一）　〉



　
　
　
　
　
日
向
の
二
日
旅

　
ま
ち
か
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
　
　
う
へ

は
町
上
と
讃
む
人
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
町
の
上
と
護
む
可
き
こ
と

の
正
し
い
の
は
、
研
束
義
賢
が
文
藏
元
年
四
月
十
三
日
、
名
護
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

の
陣
中
く
し
の
津
よ
り
慨
肥
城
の
母
公
に
途
つ
た
書
輸
（
伊
束
子

爵
家
文
書
）
に
「
御
ひ
が
し
殿
，
町
の
上
殿
」
な
ど
・
假
名
で
記

し
て
あ
る
こ
と
に
由
っ
て
明
白
で
あ
．
る
と
云
は
れ
た
が
4
之
れ
亦

從
ふ
可
き
の
雷
で
あ
る
。

　
私
は
町
上
夫
人
。
か
満
所
の
愈
愈
を
聞
い
て
、
千
々
石
ミ
カ
ェ
ル

を
迎
へ
た
大
村
有
馬
の
轟
々
な
ど
と
は
馨
れ
て
，
は
る
ん
＼
撮
向

の
無
肥
か
ら
長
崎
へ
出
か
け
た
の
に
は
，
一
難
幾
日
位
か
・
る
で

せ
う
と
尋
ね
る
と
、
七
十
歳
に
も
近
い
佐
土
原
老
助
役
は
、
「
向
、

分
等
が
壮
年
の
頃
長
崎
へ
出
る
に
は
、
窪
地
か
ら
牛
の
峠
の
瞼
阻

を
越
え
、
都
城
街
道
を
経
て
小
林
・
飯
野
・
麗
後
大
畑
・
入
吉
に
出

で
、
球
磨
川
を
下
り
、
八
代
・
熊
本
・
鳥
栖
を
過
ぎ
て
行
く
の
で

あ
る
か
ら
，
ど
う
し
て
も
七
日
位
は
か
エ
つ
た
」
と
の
話
．
農
時

四
十
前
後
の
町
上
夫
入
は
、
如
何
に
急
い
で
も
昇
れ
以
上
の
日
子

を
要
し
、
其
の
難
儀
も
亦
想
察
す
る
に
足
る
の
で
あ
る
。

　
町
土
夫
人
の
生
年
月
と
享
年
と
は
系
譜
な
ど
に
も
綴
て
居
な
い

①
で
朋
か
で
は
な
い
。
併
し
彼
女
の
同
母
兄
義
捻
は
永
緑
申
二
年

　
　
　
　
　
　
第
二
十
一
巷
第
二
號
　
　
四
二
四

（
一
五
六
九
）
二
十
四
歳
を
以
て
残
し
て
み
る
の
で
、
其
の
出
生
は

天
文
＋
五
年
（
一
五
四
六
）
で
あ
り
，
假
に
三
つ
蓮
ひ
宛
の
斬
生
と

す
れ
ば
、
吹
妹
（
尼
公
方
丈
東
興
庵
）
は
天
文
十
八
年
置
そ
の
次
の

妹
に
挙
る
町
上
は
天
丈
二
十
一
年
（
一
五
五
二
）
の
誕
生
と
な
る
。

さ
す
れ
ば
満
所
は
光
穣
元
年
（
一
五
七
〇
）
其
の
様
＋
八
歳
の
時
に

生
れ
（
四
十
三
歳
に
て
慶
長
十
七
年
十
月
三
十
一
白
天
草
に
て
永
亘

眠
す
と
云
ふ
）
、
渡
歓
の
時
は
十
三
歳
と
な
る
。
そ
し
て
此
の
計

算
に
よ
れ
ば
満
所
灘
朝
の
天
正
＋
八
年
（
一
五
九
〇
）
は
町
土
夫
人

は
四
十
歳
、
満
翫
の
耶
蘇
會
に
入
り
寓
家
の
身
と
な
る
こ
と
を
聞

い
て
、
失
寂
せ
ん
ば
か
り
に
悲
し
ん
だ
が
、
そ
の
決
心
は
團
く
し

て
、
涙
な
が
ら
の
慈
母
の
諫
止
も
瀦
か
す
し
て
、
彼
女
の
許
を
玄

っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
淋
し
い
月
欝
を
、
殊
に
は
一

緒
に
暮
し
て
贋
つ
た
彼
女
の
生
母
お
客
殿
が
慶
長
十
六
年
亡
く
な

っ
て
後
は
、
孤
「
影
馨
然
こ
の
儀
肥
の
城
中
に
迭
り
迎
へ
て
、
石
碑

に
あ
る
如
く
寛
、
氷
元
年
（
一
六
二
四
）
多
分
七
十
四
歳
を
以
て
懸
去

し
た
の
で
あ
る
。

　
栽
々
は
妖
既
の
役
蝪
を
僻
し
て
油
之
城
翁
を
其
の
家
に
途
り
、
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伊
東
家
文
書
を
抄
出
せ
ら
れ
た
「
、
ノ
ー
ト
」
を
舞
識
し
、
お
宅
で
斑

來
た
蜜
柑
を
戴
き
，
別
を
告
げ
て
油
津
に
向
ひ
、
深
水
氏
の
未
ご

人
の
家
に
藏
せ
ら
れ
る
珍
奇
な
る
白
鳳
頃
の
小
銅
佛
像
を
罫
話

し
、
宮
崎
へ
の
蹄
途
を
急
い
だ
が
、
途
中
青
島
に
車
を
と
穿
め
て

久
方
振
に
其
の
熱
帯
植
物
の
葉
影
に
寄
り
添
ひ
、
四
時
牛
聯
田
橋

族
館
に
蹄
著
し
た
。
そ
し
て
女
將
の
爲
眞
を
見
せ
て
も
ら
ひ
、
鰻

前
に
香
資
を
供
へ
て
鹿
兇
島
行
の
汽
華
に
大
淀
騨
か
ら
投
じ
た
の

は
午
後
六
時
前
で
あ
っ
た
。
曾
て
は
論
じ
騨
に
女
將
に
途
ら
れ
た

身
を
、
今
は
其
の
最
後
の
病
歌
を
語
ら
る
・
子
息
に
途
ら
れ
て
。

　
鹿
魚
島
か
ら
門
司
行
の
夜
汽
車
に
乗
の
か
へ
、
背
五
三
の
朝
下

瓦
に
着
い
た
。
か
、
其
の
夕
方
に
は
千
燭
光
に
照
ら
さ
る
Σ
桂
川
古

墳
の
石
室
内
の
人
と
な
る
こ
と
を
得
た
。

　
〔
追
記
）
　
前
文
二
七
後
、
瀬
之
口
傅
九
郎
氏
か
ら
．
束
諸
縣
郡

八
代
村
な
る
法
華
嶽
の
藥
師
堂
の
天
井
板
に
、
奨
の
造
立
の
趣
意

を
記
し
た
伊
東
砧
青
の
記
し
た
墨
書
の
全
文
を
親
切
に
も
報
知
し

て
く
れ
ら
れ
た
。
郎
ち
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
奉
造
立
天
井
｝
課
率
意
趣
者
、
武
蓮
長
久
弓
箭
勝
利
、
諸
勢
之

　
　
　
　
　
日
向
の
二
日
族

　
軍
兵
守
護
、
一
毛
之
勾
留
隔
暮
名
於
顯
天
下
、
無
敵
退
治
、
他
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
あ
　
へ

　
順
治
、
所
望
成
緋
阿
仁
同
姓
女
所
生
愛
子
虎
松
、
女
、
虎
千
代

　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ワ
　
　
へ

　
麿
、
虎
次
良
麿
、
野
里
麿
、
各
各
怠
災
延
命
、
　
入
諸
願
、
皆

　
令
満
足
、
故
如
件

　
　
天
正
三
甕
雲
譲
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
排
束
修
理
亮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
朝
臣
鮪
青

　
此
の
文
中
に
同
姓
女
所
生
と
あ
る
は
、
瀬
之
口
氏
も
云
は
れ
る

如
く
、
伊
東
宗
族
の
直
な
る
町
上
夫
人
を
指
し
た
も
の
で
あ
り
、

以
下
の
人
名
は
其
の
所
生
の
子
女
で
あ
ら
う
が
，
然
ら
ば
天
正
三

年
己
に
五
人
（
此
の
名
の
護
方
に
は
諸
説
が
あ
る
が
）
の
子
女
が
あ
．

つ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
マ
ン
シ
ヨ
が
天
正
十
年
十
三
歳
と

す
れ
ば
，
天
正
三
年
に
は
六
歳
で
あ
り
、
從
っ
て
虎
次
良
麿
或

は
虎
千
代
麿
が
其
の
幼
名
で
あ
っ
た
と
想
像
せ
ら
れ
る
。
然
ら

ば
町
上
夫
人
り
、
数
人
の
子
を
生
む
爲
め
に
は
隻
生
兇
や
蔵
子
に

非
ざ
る
撮
り
、
少
く
と
も
雑
筆
と
訳
者
三
等
年
頃
（
一
五
六
〇
）
に

結
婚
し
た
こ
と
Σ
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
す
る
と
彼
女
の
獲
年
寛

永
元
年
に
は
八
十
歳
或
は
そ
れ
以
上
の
老
齢
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
第
二
十
…
谷
　
第
二
號
　
　
四
二
五
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欝
向
の
二
H
抜

　
な
ほ
『
高
岡
名
鱗
誌
』
（
文
化
七
年
一
＋
…
年
に
薩
侯
の
命
に
よ

り
て
記
も
大
み
も
の
）
に
深
年
村
（
東
諸
縣
郡
八
代
村
）
若
宮
八
幡

の
條
に
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辱

翼
韮
義
士
早
三
日
、
伊
東
擁
亮
殿
藤
覇
距
堕
・
し

と
あ
は
，
恰
も
前
の
法
華
嶽
薬
師
堂
天
井
板
銘
の
書
か
れ
た
翌
年

に
當
る
。
此
の
八
代
の
城
は
『
口
懇
嘆
』
に
も
伊
東
新
三
郎
城
主
と

あ
っ
て
，
修
理
亮
居
城
の
こ
と
は
見
え
ざ
る
も
，
法
華
嶽
と
云
ひ

共
に
此
の
束
諸
縣
方
面
に
砧
青
が
深
い
關
係
を
有
し
て
居
っ
た
こ

と
が
想
像
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
王
と
し
て
瀬
之
口
氏
の
教

．
示
を
其
儘
記
し
て
，
同
氏
の
厚
意
を
深
謝
す
る
。

謡
①
『
佛
敏
美
術
』
（
第
四
研
〉
拙
穂
「
鼎
後
高
田
の
健
膿
漏
」
。

　
②
拙
著
『
麹
後
磨
崖
石
筆
の
砺
究
』
（
京
大
考
古
學
報
告
書
纂
九
勝
）
◎

　
③
艶
の
種
帆
立
員
式
と
で
も
云
ふ
響
き
形
式
の
古
培
ハ
の
大
和
に
も
誰
6
9
る

　
　
こ
と
1
1
、
最
近
田
村
吉
永
斌
が
北
職
城
村
馬
尾
町
（
北
池
山
壌
）
、
問

　
　
河
合
村
（
乙
女
塚
）
に
於
い
て
注
意
ぜ
ら
れ
糞
。
（
雌
，
大
和
志
』
弟
三
口
第

　
　
二
號
）

　
④
伊
東
溝
祈
の
漱
釜
な
る
硬
き
こ
と
に
就
い
て
は
、
日
高
重
孝
君
の
考

　
　
読
が
あ
る
。
（
『
更
學
難
誌
』
集
三
＋
九
編
第
五
號
）
當
時
伊
藤
と
も
常

　
　
に
記
し
象
こ
と
ほ
、
滞
所
自
鳴
の
緻
溜
に
於
け
ろ
三
囲
の
書
炊
、
叉

　
　
吹
友
蒙
麟
の
瑠
蘇
衛
口
警
語
4
逡
つ
敦
書
翰
に
由
っ
て
も
知
・
う
れ
ろ
。

飽
ザ
ニ
十
一
巻
　

二
二
號
　
　
　
凶
二
六

⑤
既
等
地
誌
及
び
伊
東
氏
の
歴
更
に
就
い
て
匡
、
以
下
凡
て
主
と
し
て

　
亭
都
矯
野
里
『
田
肉
古
跡
誌
』
、
同
『
臼
両
纂
詑
』
，
覚
ハ
他
由
替
則
、
観
高

　
爾
氏
著
『
日
向
園
史
』
弊
に
線
る
。

⑥
古
田
束
伍
氏
『
大
溝
本
地
名
僻
書
』
弊
滲
照
。

．
⑦
都
於
郡
蛾
鮭
内
に
於
け
ろ
彦
火
々
欝
見
尊
の
高
屋
絢
陵
と
穂
す
る
も

　
の
に
就
き
て
ば
、
中
樽
徳
五
郎
氏
『
青
本
開
開
更
』
黒
蜜
よ
。
石
糟
存

　
麿
ぜ
し
個
室
古
言
の
如
く
、
其
の
性
。
質
匡
想
像
す
る
に
足
る
O

③
伊
東
氏
房
城
時
代
の
都
於
郡
城
の
賞
圃
と
思
に
ろ
・
も
の
、
元
と
都

　
於
郡
附
近
の
黒
雲
寺
の
翫
藏
に
あ
り
、
中
村
徳
五
郎
氏
の
『
臼
本
開

　
開
奥
』
申
に
緬
蝕
し
て
登
載
ぜ
ら
れ
凝
り
。
今
更
に
之
な
抄
爲
し
て

　
本
篇
に
跨
ぐ
る
こ
と
、
ぜ
り
O

⑨
『
宮
崎
二
重
蹟
講
査
』
（
免
湯
灘
）
串
に
あ
ろ
篇
眞
か
韓
聾
す
。
こ
れ
厭

　
西
南
方
よ
り
三
曲
児
回
る
1
り
の
な
り
。

⑩
天
正
七
年
蔑
盆
の
未
亡
人
岡
喜
多
夫
人
ぱ
、
祐
盆
の
慨
町
上
夫
人
等

　
と
共
に
同
蒔
妥
溌
ぜ
り
と
云
ふ
も
、
護
れ
ぽ
形
式
的
の
も
の
に
過
ぎ

　
す
幽
暗
ハ
の
信
仰
ほ
永
綾
ゼ
q
と
も
患
ほ
れ
す
Q
（
ス
タ
イ
ヲ
エ
ン
切
交

　
丹
大
名
詑
）

⑪
ク
ラ
ソ
セ
1
『
鍵
本
西
教
更
』
に
「
有
馬
の
學
林
に
に
皿
以
族
の
子
弟
二

　
十
人
あ
り
、
其
申
に
B
向
國
主
の
公
子
も
あ
り
」
と
あ
ろ
に
、
砧
盆

　
マ
ン
シ
ョ
た
指
ぜ
う
も
の
な
ら
む
O

⑫
義
賢
ほ
朝
鮮
役
に
桝
征
し
、
病
為
獲
て
隙
鹸
の
船
中
に
残
し
、
査
岐

　
風
本
長
徳
寺
に
葬
る
。
享
年
二
十
七
、
法
名
罷
異
趣
休
と
云
ふ
。

⑱
山
之
城
氏
祈
抄
伊
東
系
譜
に
擦
る
。

（　19，g　）



⑭
例
へ
ば
糖
岬
著
『
天
正
遣
厭
焔
機
砕
郎
記
』
の
外
、
川
添
重
」
贋
氏
『
伊
宙
｛
浦
臼
』

　
　
（
昭
和
六
年
）
等
地
窺
之
ん
翫
灘
〃
用
せ
り
O

⑨
肉
之
城
氏
所
抄
伊
束
系
譜
等
に
本
づ
き
て
作
ろ
。
但
し
此
等
ほ
樽
砧

　
　
青
の
子
に
齢
臼
の
み
あ
り
て
、
砧
盆
の
見
え
な
い
の
江
西
敏
者
六
q

　
　
し
た
以
て
、
故
ら
に
省
略
ぜ
し
も
の
な
ら
ん
か
O

⑯
幸
購
成
友
博
士
『
和
繭
雑
話
駒
巾
「
塑
後
大
友
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
手
紙
」

　
　
墾
照
Q

r
⑰
グ
フ
シ
チ
ェ
リ
、
ベ
ル
シ
よ
1
等
諜
文
小
異
あ
．
・
り
、
今
後
看
に
從
ふ
。

　
　
拉
丁
文
げ
P
ム
カ
シ
チ
ヨ
に
↑
見
9
ん
戸
矢
み
る
O
（
縮
…
喰
剣
『
天
正
滞
惜
獣
健
鰭
即
記
』

　
　
註
参
照
）

⑮
山
之
城
氏
抄
本
伊
東
義
賢
書
駿
（
研
東
子
無
藏
）
に
捺
る
。
こ
れ
ば
妥

　
　
弗
息
脚
の
欺
あ
ろ
認
本
に
掠
ら
れ
六
も
の
で
あ
ろ
が
、
丈
緑
元
年
四

　
　
月
名
護
屋
陣
中
よ
り
、
母
公
其
他
内
儀
の
人
々
に
迭
ら
れ
力
假
名
泄

　
　
息
で
あ
っ
て
、
名
護
屋
附
近
の
混
雑
繁
晶
、
加
藤
・
小
西
の
反
日
等
よ

　
　
り
、
種
々
営
確
の
機
密
内
惰
等
奄
詑
し
、
之
に
嗣
へ
大
ろ
竪
年
二
月

　
　
朝
鮮
松
山
よ
り
の
消
息
の
太
閤
に
鍬
す
ろ
感
想
、
士
氣
な
ど
か
忌
揮

　
　
な
く
記
し
六
も
の
と
共
に
、
此
種
史
料
中
他
に
類
を
見
ざ
ろ
興
昧
あ

　
　
る
も
の
で
あ
る
Q
前
者
に
ほ
宋
尾
に
「
此
丈
入
々
に
ぱ
御
見
ゼ
め
う

　
　
ま
じ
く
候
火
中
一
」
と
あ
り
G
何
か
に
已
に
獲
表
ぜ
ら
れ
て
る
る

　
　
か
否
か
を
未
だ
知
ら
な
い
。
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第
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十
｝
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二
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